
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
　
-
　
そ
の
三
　
-

｢
磯
長
武
雄
研
究
ノ
ー
ト
｣
資
料
補
遺
②

A
S
e
c
o
n
d
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
t
o
"
A
S
t
u
d
y
o
f
l
s
o
n
a
g
a
T
a
k
e
o
"

Ⅰ
　
短
歌
(
｢
磯
長
武
雄
研
究
ノ
ー
-
｣
･
｢
磯
長
武
雄
研
究
ノ
ー
ー
資
料

補
遺
｣
中
の
｢
和
歌
｣
は
｢
短
歌
｣
に
改
め
る
こ
と
に
す
る
)

つ
ば
く
ら
め
岬
の
春
に
締
り
来
て
空
に
狂
ひ
飛
ぶ
花
曇
り
な
り

草
し
き
て
語
る
言
葉
も
し
ん
み
り
と
峠
の
雲
雀
雲
に
入
る
な
り

(
大
正
十
四
年
三
月
二
十
七
日
唐
湊
温
泉
場
願
下
潮
音
社
友
春
季
大
倉
で

の
短
歌
)

向
日
葵
の
花
の
素
枯
を
抜
す
て
ゝ
植
う
る
も
の
な
き
庭
の
あ
る
哉

壁
超
へ
て
小
松
の
の
ぞ
-
裏
小
町
昔
な
が
ら
の
道
な
り
し
か
な

直
観
の
絶
野
性
の
果
て
に
-
る
も
の
の
姿
を
わ
れ
は
見
ん
と
す

新

　

名

　

主

　

　

　

健

　

　

一

(
一
九
九
四
年
十
月
十
七
日
　
受
理
)

K
e
n
i
c
h
i
 
S
i
n
m
i
y
o
u
z
u

四
百
寓
大
事
業
は
武
蔵
野
を
埋
め
志
し
て
更
に
揚
が
る

地
下
銭
の
電
車
の
中
に
花
束
の
矯
態
を
見
す
る
断
髪
の
女

古
帽
子
ぼ
ろ
洋
服
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
人
の
一
生
の
戯
番
の
映
出

(
大
正
十
四
年
八
月
二
日
女
子
興
業
学
校
記
念
館
　
潮
音
赦
十
周
年
記
念

大
倉
)

｢
磯
長
武
雄
氏
追
憶
｣
平
囲
隆
義
(
｢
山
茶
花
｣
第
十
一
巻
第
十
二
親
　
磯
長

武
雄
追
悼
号
｣
昭
和
十
三
年
十
二
月
　
十
五
頁
　
所
収
)

鶏
の
撃
つ
ぎ
つ
ぎ
に
鳴
き
か
は
し
夜
明
け
お
も
し
ろ
き
頃
と
な
り
た
り

鶏
ら
刈
田
に
い
で
て
秋
ふ
か
-
斯
業
の
香
の
に
は
ふ
道
な
り
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朝
か
げ
を
待
ち
て
ひ
ろ
げ
し
新
薫
の
に
は
ひ
は
奴
に
冬
の
も
の
と
な
る

葉
す
ぐ
る
秋
の
日
ほ
こ
り
石
蕗
の
花
に
し
み
ら
に
ふ
り
か
か
り
つ
つ

こ
の
頃
の
朝
の
目
ざ
め
に
お
ど
ろ
-
は
時
雨
に
ま
が
ふ
わ
-
ら
葉
の
音

｢
山
茶
花
｣
(
第
十
一
鋸
　
昭
和
四
年
十
月
)
所
収

青
山
の
土
と
な
り
た
租
父
の
墓
を
か
い
撫
で
て
た
だ
に
泣
か
る
る

｢
山
茶
花
｣
(
第
四
巻
第
四
競
　
昭
和
六
年
)
所
収

坂
道
晃
青
年
学
徒
の
皆
も
て
る
山
の
泉
の
ご
と
き
純
情

｢
山
茶
花
｣
(
第
四
巻
第
五
鍍
　
昭
和
六
年
五
月
)
所
収

重
版
の
空
腹
に
喰
ふ
乾
麺
包
ば
-
ば
-
と
し
て
口
に
こ
わ
ば
る

｢
山
茶
花
｣
(
第
四
巻
第
七
鋸
　
昭
和
六
年
十
月
)
所
収

酒
嚢
の
屠
据
る
土
間
の
う
す
あ
か
り
冷
え
び
え
と
し
て
秋
は
た
だ
よ
ふ

｢
山
茶
花
｣
(
第
四
巻
第
八
鋸
　
昭
和
六
年
十
二
月
)
所
収

夢
と
な
-
咽
ぶ
涙
は
せ
き
い
で
て
夜
明
け
の
冷
土
に
凍
り
た
る
か
な

夢
に
さ
へ
わ
れ
を
泣
か
す
る
思
ひ
出
は
そ
の
涙
も
て
拭
ふ
べ
き
な
り

｢
山
茶
花
｣
(
第
一
鍍
　
昭
和
二
年
十
二
月
)
所
収

い
ま
掃
き
し
庭
の
白
洲
の
掃
き
目
を
な
は
ひ
き
た
つ
る
鳥
の
足
跡

｢
山
茶
花
｣
　
(
第
三
壊
　
昭
和
三
年
二
月
)
所
収

満
開
の
樽
見
に
来
て
ふ
る
さ
と
の
山
を
見
て
ゐ
る
あ
は
れ
な
る
身
は

｢
山
茶
花
｣
(
第
八
鍍
　
昭
和
三
年
七
月
)
所
収

な
ま
な
ま
と
海
月
を
演
に
打
上
げ
て
う
ね
-
は
太
し
秋
の
外
海

｢
山
茶
花
｣
(
第
九
鍍
　
昭
和
三
年
八
月
)
所
収
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花
ぐ
も
り
は
て
L
も
わ
か
ず
三
千
里
い
ざ
よ
ふ
魂
を
わ
れ
ら
呼
ば
へ
る

｢
鹿
先
島
教
育
｣
(
昭
和
十
二
年
二
月
鋸
　
所
収
)

｢
山
茶
花
｣
(
巻
･
号
不
明
　
昭
和
八
年
四
月
)
所
収
･
昭
和
八
年
四
月
三
日

溝
田
良
夫
追
悼
歌
倉
で
の
歌

谷
ふ
か
-
山
に
こ
だ
ま
す
る
ダ
イ
ナ
モ
の
爆
音
太
し
春
立
た
む
と
す

リ
ヤ
カ
ー
に
妻
子
を
の
せ
て
野
韓
-
の
こ
の
友
に
わ
れ
帽
子
を
あ
ぐ
る

蛍
火
の
肯
き
光
り
は
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
に
照
る
時
大
き
か
り
け
り

パ
ラ
シ
ュ
ー
ー
に
似
て
ぽ
っ
か
り
と
噴
煙
は
自
-
あ
が
-
を
り
秋
の
楼
島

こ
の
街
の
汚
物
を
な
が
す
下
水
路
は
海
に
つ
づ
き
て
遠
く
吐
き
出
す

飢
か
は
-
の
ん
ど
う
る
は
す
水
道
の
水
は
だ
ぶ
だ
ぶ
と
腹
に
た
ま
れ
る

｢
山
茶
花
｣
(
巻
･
号
不
明
　
昭
和
十
三
年
四
月
)
新
常
葉
集
に
採
録
さ
れ
た

敬
カ
ッ
フ
エ
の
女
も
出
で
て
日
蝕
を
見
て
ゐ
る
こ
と
が
何
か
あ
は
れ
な
り

丸
之
内
朝
あ
け
が
た
の
ビ
ル
街
に
ほ
う
-
出
さ
れ
し
ご
と
く
仔
む

春
の
光
降
る
が
ご
と
-
に
こ
ぼ
れ
た
り
屋
上
グ
ラ
ン
ド
の
子
供
と
熊

干
物
を
た
た
み
て
縁
に
揃
へ
た
る
静
か
さ
は
け
ふ
の
心
に
ふ
れ
ぬ

肉
弾
と
な
-
て
死
に
ゆ
-
将
兵
は
い
く
人
か
知
ら
ず
軍
は
全
し

戦
勝
の
聾
よ
空
谷
に
こ
だ
ま
し
て
日
は
落
ち
ゆ
け
り
寓
里
の
長
城

舗
装
路
の
夕
べ
は
涼
し
わ
が
靴
の
し
め
り
よ
き
ほ
ど
の
水
撒
き
に
け
り

八
街
を
な
だ
れ
て
い
ゆ
-
人
ご
み
の
中
に
聞
き
た
り
金
庫
の
あ
く
音

地
下
室
の
電
燈
の
中
に
水
仙
は
冴
え
冴
え
と
し
て
水
を
あ
げ
を
り

お
し
つ
ま
る
師
走
の
街
に
ま
ぼ
ろ
し
の
如
-
あ
ら
ほ
れ
て
消
え
し
自
動
車

本
町
の
両
側
店
は
師
走
な
は
ひ
っ
そ
-
と
し
て
格
子
に
日
の
さ
す

大
晦
日
街
の
債
鬼
は
ぎ
ら
ぎ
ら
と
眼
を
光
ら
せ
て
裏
通
り
を
行
く

ガ
ス
燈
を
つ
け
し
夜
店
の
う
す
明
り
ど
の
商
人
も
疲
れ
し
如
し
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戦
の
こ
と
に
と
ら
ほ
れ
て
ゐ
る
わ
れ
か
聯
想
を
よ
ぶ
土
手
の
彼
岸
花

陸
に
牒
歩
を
す
す
む
る
一
人
と
な
-
ぬ
　
磯
長
武
雄
)

先
生
の
期
待
に
添
は
ぬ
平
凡
の
生
涯
な
が
ら
お
の
れ
を
恥
ぢ
ず

い
と
け
な
き
吾
子
が
産
前
に
と
も
す
灯
よ
拍
手
よ
今
宵
わ
れ
を
泣
か
し
む

焼
跡
の
黒
野
の
土
に
も
え
い
づ
る
わ
ら
び
を
恩
へ
何
を
な
げ
か
ん

墓
前
に
心
澄
ま
せ
て
ぬ
か
づ
け
ば
た
の
む
ぞ
と
夫
の
こ
ゑ
が
き
こ
ゆ
る

鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第46巻(1995)

｢
故
磯
長
武
雄
氏
の
横
顔
｣
東
田
喜
隆
(
｢
山
茶
花
｣
第
十
一
巻
第
十
二
鍍

昭
和
十
三
年
　
磯
長
武
雄
追
悼
鍍
　
所
収
　
発
表
年
不
明
)

ぬ
か
づ
け
ば
涙
こ
ぼ
る
ゝ
か
な
し
み
に
う
ち
堪
へ
抜
き
て
生
き
む
と
誓
ふ

は
せ
つ
け
て
弔
詞
を
賜
ふ
友
情
の
あ
つ
き
こ
こ
ろ
に
泣
か
さ
れ
て
ゐ
る

賀
川
直
子
(
磯
長
氏
夫
人
)

よ
き
友
を
持
ち
給
ひ
た
-
ね
む
ご
ろ
に
弔
詞
を
文
を
歌
ひ
賜
ひ
ぬ

戦
死

陣
中
の
歌
草
い
く
つ
残
-
ゐ
む
遺
品
の
こ
と
に
さ
び
し
-
ふ
れ
ぬ

大
君
の
み
楯
と
な
-
て
い
さ
ぎ
ょ
-
敬
-
ま
せ
し
命
何
を
嘆
か
む

夢
な
ら
ぬ
公
電
を
手
に
ま
す
ら
を
の
い
の
ち
の
際
を
想
ひ
ま
ゐ
ら
す

S
E
H
S
3

名
に
恥
ぢ
ぬ
大
和
ざ
-
ら
の
散
-
ぎ
は
を
た
の
み
て
今
宵
塞
鎮
め
す
る

秋
の
夜
は
夫
が
か
た
み
の
ひ
と
り
子
に
力
湧
き
来
て
慰
め
ら
る
る

ひ
と

え
に
し
あ
り
て
再
び
こ
こ
に
逢
ひ
ま
つ
る
勇
士
と
は
し
づ
か
に
語
-
給
ひ
ぬ

(
大
坪
伍
長
殿
)

あ
ふ
れ
来
る
涙
か
み
し
め
わ
が
夫
の
い
の
ち
の
き
は
を
し
み
じ
み
と
聞
-

い
か
ば
か
り
無
念
の
う
ち
に
果
て
に
け
む
た
だ
7
1
登
の
敵
弾
を
恨
む

わ
が
夫
の
最
后
を
き
か
せ
た
ま
ひ
つ
つ
言
葉
と
ぎ
れ
し
白
衣
の
勇
士

天
か
け
り
還
-
乗
ま
せ
る
英
露
を
た
だ
ね
む
ご
ろ
に
ね
ぎ
ら
ひ
申
す

歌
一
つ
わ
れ
に
給
ひ
て
大
陸
に
牒
歩
を
す
ゝ
め
し
夫
は
か
へ
ら
ず

(
注
･
出
征
に
際
し
夫
人
に
残
し
た
短
歌
　
花
鉢
を
撫
し
っ
つ
お
も
ふ
大
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こ
ま
ご
ま
と
夫
の
最
后
を
か
さ
つ
ら
ね
給
ひ
し
文
は
世
に
し
博
え
む

磯
長
武
雄
氏
の
横
顔

佐
多
時
代
の
磯
長
氏

東
　
田
　
喜

横
　
山
　
清

隆
(
二
四
)

行
(
二
七
)

月
夜
道
吾
子
が
手
を
引
き
地
の
果
も
い
ゆ
か
ば
夫
に
逢
は
む
か
と
想
ふ

山
茶
花
詠
草

(元)

｢
山
茶
花
｣
(
第
十
一
巻
第
十
二
親
　
昭
和
十
三
年
機
長
武
雄
追
悼
境
　
四
頁

所
収
)

Ⅱ
　
｢
山
茶
花
｣
(
昭
和
十
三
年
十
二
月
鋸
　
第
十
一
巻
第
十
二
親
　
磯
長

武
雄
追
悼
号
)
目
次

松
之
内
健
山

宮
原
　
正
徳

佐
々
木
勇
良

上
山
　
義
雄

村
田
　
文
彦

外
薗
き
く
え

木
山
　
シ
マ

横
田
　
あ
き

奥
　
　
武
雄

松
本
　
英
子

久
多
島
亮
二

長
　
　
厚
志

仲
田
由
紀
子

佐
伯
　
敏
子

持
橋
　
慶
治

中
原
　
圭
相

大
洋
　
敏
子

湯
田
　
秀
嶺

前
原
　
篤
夫

内
野
婦
知
恵

高
崎
　
賓
校

本
野
　
友
保

川
原
田
　
賓

大
内
山
喜
三
郎

池
田
　
重
治

猪
俣
　
孝
子

松
下
　
あ
き

竹
田
志
満
子

宮
原
　
繁
喜

山
　
茶
　
花
　
十
二
月
鋸

I

巻
　
頭
　
言

挽
　
　
　
歌

蔓
は
締
る

武
雄
歌
論
序
説

原川川　田次

東　直　直　尚

義
(
二

チ
(
四
)

チ
(
五
)

作
(
六
)

秋
懐
の
詑

追
想
の
記

吉
　
田
　
英

日
　
渡
　
友

夫
(
三
五
)

治
(
三
七
)

山
茶
花
詠
草

(完)

山
茶
花
短
歌

(八)

安
田
　
伺
義
　
　
斎
藤
　
文
雄
　
　
川
上
　
豊
子

丸
田
一
彦
　
　
上
野
　
良
一
　
東
田
　
喜
隆

池
田
　
相
子

江
口
　
天
朗

丸
谷
　
重
次

小
川
ふ
-
え

吉
川
　
弘
成

石
牟
碓
夢
草

西
園
　
は
ま

喜
多
川
千
秋

春
日
　
和
也

柳
同
書
之
介

天
満
　
億
子

木
島
　
申
夫

岡
元
健
1
郎

石
川
　
益
男

福
永
　
ふ
き

萩
原
　
千
恵

情
し
き
人
を

感
吟
賛
註

野
　
田
　
三
美
子
(
四
六
)

吉
　
田
　
英
　
夫
(
望
)

斎
藤
文
雄
　
平
囲
隆
義
　
谷
村
英
毅
　
吉
嶺
　
勉
　
野
間
三
美
子

山
茶
花
短
歌

(宍)

磯
長
武
雄
追
憶
記

山
茶
花
推
薦
歌

平
山
　
　
朴

津
曲
　
そ
え

二
階
堂
元
夫
　
　
深
井
　
玲
子

吉
浦
　
　
信
　
　
小
薗
　
定
賓

和
田
　
静
子

川
崎
　
初
枝

木
島
　
冷
明

樋
涯
　
清
一

池
畑
　
盛
義

横
山
　
清
行

谷
口
　
午
二

九
野
　
晒
堅

山
上
　
博
史

富
永
　
京
村

山
内
　
条
蔵

書
嶺
　
　
勉

今
日
の
問
題

原
　
東
　
作
(
五
三
)
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歌
壇
時
評

同

小
薗
定
賓
　
中
村
隆
俊
　
吉
川
弘
成

磯
長
武
雄
氏
追
慕
記

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
十
二
月
聴
許
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年

一
月
鋸
)

銀
空
合
亡
友
録

牧
　
野

男
(
六
〇
)

･
｢
歌
壇
展
望
　
-
･
『
蒼
等
』
　
1
.
月
親
許
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
二
月
鍍
)

編
輯
便
･
新
社
友

(
≡
)
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Ⅲ
　
雑
誌
記
事

一
,
｢
歌
壇
の
動
向
｣
(
｢
鹿
先
島
教
育
｣
昭
和
八
年
九
月
鋸
　
所
収
)

･
｢
阿
蘇
行
を
許
す
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
九
年
三
月
鋸
　
所
収
)

｢
山
茶
花
入
園
記
｣
甲
南
歌
客
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
九
年
五
月
鋸
･
六
月
競
･

七
月
鍍
　
所
収
)

注
　
｢
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
(
Ⅵ
)
　
-
　
磯
長
武
雄
研
究
ノ
ー
ト
:
｣

(
｢
教
育
学
部
研
究
紀
要
｣
第
4
0
巻
　
所
収
)
に
お
い
て
論
及
し
た
よ

う
に
磯
長
武
雄
は
い
ろ
い
ろ
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
い
た
｡
甲
南

歌
客
も
そ
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
｡

･
｢
前
月
境
随
感
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
一
年
九
月
競
)

｢
銀
七
よ
り
　
　
昭
和
七
､
八
年
度
の
業
績
を
見
る
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十

一
年
九
月
鋸
)

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
武
都
紀
･
ひ
-
の
に
二
月
鋸
評
｣
(
｢
山
茶
花
｣
　
(
昭
和
十

二
年
三
月
鋸
)

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
『
日
本
短
歌
』
三
月
鋸
評
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
四

月
鋸
)

･
｢
『
雪
は
裂
け
る
』
を
観
る
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
五
月
壊
)

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
『
短
歌
研
究
』
四
月
聴
許
(
｢
山
茶
花
｣
　
昭
和
十
二
年
五

月
鍍
)

･
｢
前
月
推
薦
歌
評
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
六
月
)

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
金
雀
枝
･
東
邦
六
月
聴
許
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
七

月
鋸
)

｢
歌
壇
展
望
1
第
二
回
五
十
首
募
集
短
歌
評
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年

八
月
鍍
)

･
｢
歌
壇
展
望
　
-
　
『
潮
音
』
九
月
聴
許
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
十
月
競
)
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･
｢
歌
壇
展
望
　
-
　
『
多
摩
』
十
月
親
許
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
十
月
鋸
)

｢
歌
壇
展
望
　
-
　
昭
和
十
二
年
の
回
顧
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
二
年
十
二
月

鋸
)

4
　
｢
人
間
一
切
の
表
現
が
人
格
の
反
映
で
あ
る
限
り
'
短
歌
も
一
つ
の
人
格

で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
｡
｣
(
｢
武
雄
歌
論
序
説
｣
前
原
東
作
　
『
山
茶
花
』
　
昭

和
十
三
年
十
二
月
髄
　
六
頁
　
所
収
)

･
｢
前
月
撃
墜
早
抄
寸
言
｣
(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
三
年
一
月
鍍
)

Ⅳ
　
機
長
武
雄
の
思
想
お
よ
び
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
文
言

-
　
｢
我
々
の
謹
む
べ
き
指
導
書
は
高
師
訓
導
の
著
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
ふ
時
代
は
砂
-
も
綴
方
教
科
に
於
て
は
過
去
に
属
す
る
｡
教
育
は
肩
書

き
が
も
の
を
言
ふ
の
で
は
な
い
の
だ
｡
賓
桟
が
何
よ
り
諾
明
す
る
の
で
あ
る
｡

今
は
さ
う
い
ふ
時
代
で
あ
る
｡
｣
(
｢
綴
方
賓
桟
の
開
拓
｣
『
鹿
先
島
教
育
』
昭

和
十
一
年
十
二
月
鍍
　
九
三
頁
　
所
収
)

5
　
｢
現
賓
に
即
し
'
生
活
に
即
し
っ
､
詩
精
神
の
高
揚
と
い
ふ
言
葉
に
共
鳴

を
表
し
現
賓
を
現
賓
の
ま
､
に
表
現
す
る
の
で
も
な
-
又
理
想
を
理
想
の
ま
､

に
歌
ふ
の
で
も
な
-
'
硯
賓
の
中
の
自
分
を
見
つ
め
て
そ
こ
か
ら
立
ち
上
ら

う
と
す
る
よ
-
高
い
自
分
を
歌
ふ
と
い
ふ
や
う
に
解
樺
し
て
い
ゝ
の
で
は
な

い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
｡
或
は
現
賓
を
高
め
よ
う
と
す
る
浪
漫
精
神
　
-
　
そ

れ
が
作
歌
の
根
様
で
あ
る
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
か
ら
う
｡
我
々
の
短
歌
は

我
々
の
生
活
を
切
-
開
い
て
行
く
強
靭
な
耕
具
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡
随
っ

て
新
な
熱
意
を
傾
け
て
'
し
か
も
積
極
的
に
前
進
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

(
｢
武
雄
歌
論
序
説
｣
前
原
東
作
　
4
と
同
じ
　
七
頁
　
所
収
)

-
　
｢
『
山
茶
花
』
誌
上
に
於
け
る
先
生
の
短
歌
論
と
'
『
綴
方
学
校
』
そ
の
他

が
ん
こ
う

に
於
け
る
先
生
の
綴
方
理
論
と
は
常
に
雁
行
L
t
同
じ
生
活
精
神
の
上
に
立
っ

て
ゐ
た
｡
し
か
も
そ
の
賓
桟
の
強
烈
さ
健
全
さ
は
人
の
つ
ぶ
さ
に
知
る
所
で

あ
っ
た
｡
｣
　
(
｢
磯
長
武
雄
先
生
を
憶
ふ
｣
吉
嶺
勉
『
山
茶
花
』
　
昭
和
十
三
年

十
二
月
競
　
十
八
頁
　
所
収
)

マ
マ

3
　
｢
普
時
氏
は
見
童
教
育
上
の
教
材
に
短
歌
を
取
入
れ
相
昔
な
致
果
を
挙
げ

て
居
ら
る
る
様
で
あ
っ
た
｡
｣
(
｢
佐
多
時
代
の
磯
長
氏
｣
横
山
清
行
　
『
山
茶

花
』
昭
和
十
三
年
十
二
月
壊
　
二
七
頁
　
所
収
)

6
　
｢
磯
長
武
雄
氏
の
主
張
す
る
鹿
　
生
活
短
歌
の
樹
立
･
短
歌
に
於
け
る
知

性
の
導
入
･
創
造
性
'
個
性
の
尊
重
･
短
歌
に
於
け
る
大
衆
性
･
現
賓
的
詩

精
神
の
高
揚
よ
-
替
す
る
正
し
さ
行
動
精
神
　
-
　
(
略
･
引
用
者
)
　
-
　
故

コ
マ

に
磯
長
武
雄
氏
は
懐
凝
に
溺
れ
る
こ
と
'
論
理
に
溺
れ
る
こ
と
'
感
覚
に
溺

れ
る
こ
と
の
絶
封
に
無
い
人
で
あ
る
｡
磯
長
武
雄
氏
は
驚
-
程
健
康
な
精
神

の
持
主
で
あ
る
｡
｣
(
｢
故
磯
長
武
雄
氏
の
横
顔
｣
東
田
喜
隆
　
4
と
同
じ

二
四
頁
～
二
十
｣
仝
貝
　
所
収
)

7
　
｢
次
に
作
品
の
題
材
を
見
る
と
'
農
村
的
な
色
彩
が
は
っ
き
-
表
ほ
れ
て

ゐ
る
と
は
い
へ
な
い
｡
『
夕
方
』
　
『
僕
の
シ
ー
ス
』
　
『
早
起
』
『
足
さ
ん
の
勉
強
』
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8

『
げ
た
』
『
秋
』
『
う
ち
の
こ
ね
こ
』
『
銀
紙
』
『
思
ひ
出
』
『
覚
悟
』
と
い
ふ
や

う
な
題
材
は
一
瞥
し
て
'
自
分
自
身
の
生
活
に
封
す
る
認
識
が
希
薄
な
こ
と

を
示
し
て
い
る
｡
と
こ
ろ
が
'
尋
五
の
作
品
の
中
に
あ
る
『
紡
績
さ
も
い
り
』

や
『
馬
買
の
人
』
と
い
ふ
題
材
は
農
村
的
な
も
の
で
あ
っ
て
'
題
材
そ
れ
自

身
見
童
の
性
格
の
硯
賓
性
が
濃
厚
に
感
ぜ
ら
れ
る
｡
指
導
の
手
が
晃
童
の
生

活
の
内
部
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
ゐ
る
｣
(
｢
見
童
詩
文
集
展

望
(
6
)
｣
横
手
謙
作
『
鹿
兄
島
教
育
』
昭
和
十
二
年
二
月
競
　
所
収
　
八

〇
頁
)

注
'
横
手
謙
作
は
磯
長
武
雄
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

何
の
樹
の
繁
み
か
闇
を
揺
さ
ぶ
り
て
雨
止
む
ら
し
さ
雲
切
れ
の
里

10
｢
磯
長
氏
は
ま
こ
と
に
疑
ふ
こ
と
な
-
生
活
を
言
ひ
知
性
を
論
じ
た
｡

(
略
-
-
引
用
者
)
私
は
疑
ふ
こ
と
を
せ
ぬ
磯
長
氏
の
健
康
性
を
い
ま
い
ま

し
い
と
き
へ
考
へ
た
｡
(
略
)
磯
長
氏
は
疑
ふ
こ
と
な
-
生
活
を
言
ひ
知
性

を
論
じ
浪
漫
精
神
を
考
へ
た
が
故
に
そ
の
個
々
の
聯
閲
に
つ
い
て
は
整
理
し

き
れ
ぬ
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ら
す
べ
て
を
総
括
す
る
の
が
氏
の
好

み
の
言
葉
｢
人
生
の
真
書
探
求
の
精
神
な
の
で
あ
る
｡
｣
(
｢
秋
懐
の
記
｣

青
田
英
夫
『
山
茶
花
』
昭
和
十
三
年
十
二
月
鋸
所
収
三
五
頁
)

｢
磯
長第
一
首
の
　
か
へ
り
さ
て
お
も
き
鎧
を
脱
ぐ
ご
と
-
わ
が
仕
事
着
を

壁
に
投
げ
か
-
　
は
い
ゝ
ぢ
ゃ
な
い
か
｡
『
お
も
き
鎧
』
　
と
は
や
っ
た

な
｡
藁
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
意
気
込
を
感
ず
る
｡
こ
れ
は
傑
作
だ
よ
｡
｣

(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
六
年
十
二
月
競
)

Ⅴ
　
機
長
武
雄
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
文
献

(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
十
三
年
十
二
月
号
　
磯
長
追
悼
号
　
よ
-
拾
い
出
し
た
｡
)

｢
綴
方
学
校
｣
･
｢
教
育
･
囲
語
教
育
｣
･
｢
綴
方
教
育
｣
･
｢
綴
方
倶
楽
部
｣
･

｢
工
程
｣
･
｢
生
活
学
校
｣

｢
綴
方
教
育
賓
践
叢
書
｣
･
｢
讃
方
教
育
賓
践
叢
書
｣

9
　
｢
磯
長僕
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
詩
と
し
て
認
め
る
に
客
か
で
は
な
い
が
'
第

三
者
が
見
た
ら
､
ど
う
批
判
す
る
だ
ろ
う
｡
露
骨
に
云
っ
て
見
る
と
ブ

ル
ジ
ョ
ア
の
崩
壊
相
を
歌
っ
て
ゐ
る
に
外
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
｡
｣

(
｢
山
茶
花
｣
昭
和
六
年
四
月
鍍
)

注
　
こ
れ
ら
の
作
品
と
は
次
の
短
歌
を
指
す
｡

通
り
駕
寵
自
刃
の
闇
に
投
げ
出
し
て
一
目
散
に
逃
げ
し
駕
寵
か
き


